
 

中運局公示第４７号  

 

公     示 

 

 

準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況の 

判断結果について 

 

 

平成２６年１月２７日付け中運局公示第１１０号「準特定地域における一般

乗用旅客自動車運送事業の適正化の推進のために監督上必要となる措置等の実

施について」に基づき、一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況の判断結果を

下記のとおり公示する。 

なお、需給状況の判断結果の算定基礎数値は、別紙１～５のとおりである。 

 

 

 

   令和８年８月３１日 

 

 

 

中 部 運 輸 局 長  神谷 昌文 

   



記 

令和８年度における需給状況の判断結果 

都道府県 

 

営業区域名 

（交通圏） 

必要車両数 

（両） 

令和７年度末車

両数   （両） 

増加可能車両数 

     （両） 

愛知 

 

 

 

知   多 ２３７ ３３４ ▲９７ 

西三河北部 ３４７ ５２１ ▲１７４ 

西三河南部 ２３０ ３０６ ▲７６ 

東三河南部 ３０５ ４４１ ▲１３６ 

静岡 

 

 

 

 

 

静   清 ５２７ ９７８ ▲４５１ 

浜   松 ５６１ ８３６ ▲２７５ 

沼津・三島 ４０２ ６２７ ▲２２５ 

富士・富士宮 ３３２ ４３９ ▲１０７ 

藤枝・焼津 ２１２ ４１６ ▲２０４ 

磐田・掛川 １９０ ２８６ ▲９６ 

岐阜 

 

 

 

大   垣 １３２ ２２２ ▲９０ 

東 濃 西 部 ９６ １５６ ▲６０ 

美濃・可児 １３７ ２１６ ▲７９ 

高   山 １０７ １３３ ▲２６ 

三重 

 

 

北   勢 ３０３ ４４３ ▲１４０ 

津 １２７ １８８ ▲６１ 

松   阪 １０３ １３０ ▲２７ 

福井 

 

福   井 ２５９ ５２６ ▲２６７ 

武   生 ３４ ５４ ▲２０ 

 

※上記「令和７年度末車両数」は、特定地域及び準特定地域における一般乗用

旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法第２条第９項に定

める事業用自動車（個人タクシーを除く）の数である。 

 

 



附  則 

 本公示は、令和８年８月３１日より適用する。 

 令和８年度の準特定地域における法人タクシー（一般乗用旅客自動車運送 

事業（個人タクシーを除く。））の新規許可申請、条件解除の承認申請、営業 

区域の設定に係る事業計画変更認可申請、増車に係る事業計画変更認可申請、 

休車の解除に係る事業計画変更認可申請及び個人タクシーの新規許可申請に 

ついて適用する。 

 

附  則（令和８年９月３０日付け中運局公示第５１号 一部改正） 

本公示は、令和８年１０月１日より適用する。 

 

 



１．愛知県

（１）知多交通圏

（２）西三河北部交通圏

（３）西三河南部交通圏

（４）東三河南部交通圏 別紙　１

8,889,669 0.43 63,210

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

4,622,922 4,336,059 1.07

実働率
Ｇ

347 6,632,811 13,801,003 0.43 101,515 0.90

6,632,811 6,307,608 1.05

230 4,622,922 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

別紙　１

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

1.08

実働率
Ｇ

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

4,813,707 10,130,474 0.40 65,524

4,473,074

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

237

4,813,707

5,216,334 1.06

305 5,547,022 11,511,221 0.44 91,110 0.90

実働率
Ｇ

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３
位で四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

5,547,022



２．静岡県

（１）静清交通圏

（２）浜松交通圏

（３）沼津・三島交通圏

（４）富士・富士宮交通圏

別紙　２

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

10,860,830 10,548,148 1.03

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

0.90

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

10,860,830 23,428,653 0.45 168,960

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

527

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

8,161,294 7,742,262 1.05

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

12,026,659 11,206,701 1.07

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

実働率
Ｇ

561 12,026,659 23,401,633 0.44 159,647 0.90

実働率
Ｇ

402 8,161,294 16,182,069 0.45 117,532 0.90

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

5,733,695 5,323,565 1.08

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

332 5,733,695 11,223,538 0.43 93,014 0.90



（５）藤枝・焼津交通圏

（６）磐田・掛川交通圏

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３
位で四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

3,859,540 3,637,765

3,541,030 3,530,751 1.00

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

212 3,541,030 9,040,068 0.44 78,351 0.90

実働率
Ｇ

1.06

190 3,859,540 7,818,837 0.45 56,919 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ



３．岐阜県

（１）大垣交通圏

（２）東濃西部交通圏

（３）美濃・可児交通圏

（４）高山交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,107,172 2,002,387 1.05

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

132 2,107,172 4,586,965 0.43

別紙　３

40,410 0.90

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

1,932,581 1,887,144 1.02

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

1.14

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

実働率
Ｇ

137 1,932,581 5,043,139 0.38 44,877 0.90

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

別紙　３

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３
位で四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

107 1,420,922 2,510,368 0.43 26,674 0.90

1,501,635 1,458,350 1.03

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

96 1,501,635 3,409,478 0.42 30,367 0.90

1,420,922 1,241,071



４．三重県

（１）北勢交通圏

（２）津交通圏

（３）松阪交通圏

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

303 6,146,755 13,199,656 0.44 93,710

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

6,146,755 5,924,006 1.04

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

127 2,026,102 4,797,449 0.41 40,947

別紙　４

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３
位で四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

0.90

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,026,102 2,048,654 0.99

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

1,502,302 1,429,604 1.05

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

103 1,502,302 3,251,541 0.42 30,919



５．福井県

（１）福井交通圏

（２）武生交通圏

別紙　５

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

4,743,742 4,380,429 1.08

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３
位で四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

34 548,018 1,269,418 0.44

0.90259 4,743,742 10,067,330

539,441

0.42 75,809

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和７年度の
総実車キロ　Ｂ

実働率
Ｇ

1.02

11,291 0.90

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）
÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

548,018


